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雉 

琴 

神 

社 
一 

鎮
座
地 

前
原
市
大
字
飯
原
二
一
〇
五 

二 

祭 
神 
日
本
武
命

倭
建
命

 

三 

祭 

日 
九
月
二
十
三
日 

四 

由 

緒

古
事
記

神
社
縁
起
に
因
る

 

日
本
武
命
は
第
十
二
代
景
行
天
皇
の
第
二
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
性
勇
猛
果
敢
父
天

皇
に
命
ぜ
ら
れ
東
方
十
二

国
の
荒
ぶ
る
神
た
ち
従
わ
ざ
る
者
た
ち
を
討
た
ん
と

し
て

相
模
の
国
に
至
り
国
造
に
だ
ま
さ
れ
て
野
原
に
入
り
火
を
か
け
ら
れ
焼
打
ち

に
あ
わ
れ
給
う
が
火
打
石
草
薙
劒
に
よ
り
逆
火
を
つ
け
給
い
辛
う
じ
て
難
を
逃
れ

給
う

火
焼.

や
け
ど
の
神

 

昔

神
功
皇
后
高
祖
よ
り
御
坂

三
坂

を
経
て
雷
山
に
登
り
給
い
層
々
岐
岳
に
て

天
神
地
祗
を
祀
り
戦
勝
を
祈
り
給
う
後
山
を
さ
が
り

嵯
峨
里

給
い
此
所
に
宿
陣

し
給
う
夜
夢
枕
に
日
本
武
命
が
た
た
れ
賊
徒
討
伐
の
法
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う 

雉
子
の
鳴
く
声
を
琴
の
音
に
聞
き
て
目
ざ
め
ら
れ
帰
還
の
後
日
本
武
命
を
祀
り
雉

琴
神
社
と
崇
め
奉
り
此
所
を
雉
琴
と
名
付
け
ら
れ
た 

一
は

鎮
守
乃
杜

二

四
は
雉
琴
神
社
境
内

雉
琴
神
社
由
緒
説
明
盤

よ
り

 

 

五 

福
岡
県
地
理
全
誌

 

 
 
 

村
社 

八
幡
宮 

川
付
村
に
あ
り 

 
 
 

雉
子
琴
神
社 

本
殿

横
八
尺
入
一
丈
四
尺

拜
殿

二
間
四
面

石
鳥
居
一
基

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

社
地

横
七
間
入
十
八
間 

本
村
の
北
三
町

雉
子
琴
森
に
在
り

従
前
一
村
の
産
神
な
り

祭
神

日
本
武
尊

祭
日
九
月
十
四
日

社
傳
に

神
功
皇
后
三
韓
を
征
し
給
い
し
時

此
所
に
息
せ
ら

れ
け
る
に

折
節

雉
子
の
鳴
音

琴
の
音
の
如
く
聞
こ
え
け
る

日
本
武
尊

雉

子
と
現
れ
御
神
託
あ
り
し
な
り
と
て

御
帰
朝
の
後

此
所
に
尊
の
神
霊
を
祭
り

雉
子
琴
神
社
と
稱
せ
し
め
給
ひ
し
と
云

長
野
村
庄
﨑
氏
藏

寶
永
二

1
7
0
5

年
社
帳
に
は

當
社
及
ひ
天
降
神
社

乙
宮
共
に
仁
徳
天
皇
十
年
鎭
座
と
在
り

 

末
社
一

筒
宮
嵯
蛾
里 

 
 
 

小
社
六
所 

天
降
神
社

鶴
坂

金
刀
毘
羅
神
社

嵯
蛾
里

菅
原
神
社

中
川

荒
神
社

石
川

七

郎
神
社

筒
原
・
吉
備
公
を
祭
れ
り

乙
宮

鶴
坂

雷
山
四
護
法
の
一
つ
な
り

 

 

六 

糸
島
郡
誌

 

 
 
 

村
社
雉
琴
神
社 

幣
帛
料
供
進
指
定
社

大
字
飯
原
字
日
明
に
あ
り

祭
神
日
本
武
命

祭
日
九
月
二

十
三
日

往
昔
神
功
皇
后
三
韓
を
征
し
給
は
ん
と
て
此
所
に
來
ま
し
戰
勝
を
祈
り
給

ふ

時
に
雉
子
の
鳴
く
聲
を
琴
の
音
に
聞
き
な
し
て
覺
め
給
ふ
と

其
御
夢
に
日
本

武
尊
現
れ
て
賊
徒
誅
伐
の
事
共

を
示
し
給
ふ
と

故
に
此
所
を
雉
琴
と
號
し

日

本
武
尊
を
祭
り
て
雉
琴
神
社
と
崇
む

昔
神
命
を
祈
請
す
る
に
琴
を
彈
せ
し
め
給
ふ

は
記
紀
仲
哀
天
皇
記
其
他
に
詳
な
り

此
の
谷
を
琴
度
の
谷
と
云
ひ
又
琴
川
と
名
穪

け
る
皆
是
よ
り
起
れ
り

前
は
層
々
岐
野
旗
振
山
を
望
み

東
早
良
郡
額
田
驛

今

の
野
方

に
通
じ

西
深
江
驛
に
連
る

眞
に
舊
地
に
し
て
附
近
石
斧
埴
輪
其
他
彌

生
式
土
器
多
數
発
掘
せ
ら
る

琴
雉
神
社
は
明
治
卅
九

1
9
0
6

年
神
饌
幣
帛
料
の

供
進
を
指
定
せ
ら
る

例
祭
九
月
廿
五
日

 

境
内
神
社 

天
降
神
社

祭
神
瓊
々
杵
尊

祭
日
九
月
二
十
三
日 

上
流
瀑
布
あ
り
不
動
明
王
を
祭
る

其
上
神
籠
石
石
門
あ
り
琴
平
神
社
を
祭
る

昔

は
上
宮
中
宮
下
宮
と
名
穪
け
し
も
の
な
る
べ
し
と
云
ふ
説
あ
り

 

 
 
 

金
刀
比
羅
神
社 

大
字
飯
原
旗
振
山
に
在
り

神
籠
石
水
門
を
神
域
と
す

祭
神
崇
徳
天
皇

延
享
二

1
7
4
5

年
怡
土
三
個
寺
記
録
に
筒
城
権
現
神
功
皇
后
課
法
持
聖
賀
令
祈
敵
国
降
伏

の
地
と
あ
り

雉
琴
神
社
の
上
宮
な
る
べ
し

筒
城
神
社
又
七
郎
権
現
と
も
稱
す
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筑
陽
記
に
云
ふ
宗
像
許
斐
権
現
眷
属
神
之
内
上
七
郎
殿
一
所
と
あ
り

此
神
社
な
り

 

 
 
 

天
降
神
社 

大
字
飯
原
字
鶴

坂
に
あ
り

祭
神
瓊
々
杵
尊

祭
日
七
月
一
日

 

 
 
 

御
鞍
掛
之
岩 

飯
原
村
雉
琴
神
社
境
内
に
あ
り

神
功
皇
后
三
韓
征
伐
の
砌
皇
后
の
御
鞍
を
置
か
せ

ら
れ
し
石
な
り
と
云
ひ
傳
ふ

昔
日
明
に
在
り
し
を
琴
川
の
水
の
中
を
溯
航
し
て
今

の
處
に
運
ぶ

 

 
 
 

袁
宇
祁
の
森 

大
字
飯
原
日
明
に
あ
り

俗
に
應
神
天
皇
の
産
毛
を
納
め
奉
り
し
地
な
り
と
言
ひ
傳

ふ

昔
宇
美
八
幡
宮
の
神
幸
所
な
り
し
が
今
雉
琴
神
社
の
飛
地
境
内
と
な
れ
り

又

袁
宇
祁
の
森
と
云
ふ
は
武
内
大
臣
が
御
詔
を
受
け
し
處
の
意
な
り
と
云
ふ

 

 

七 

福
岡
県
神
社
誌

 

 
 
 

村
牡 

雉
琴
神
社 

糸
島
郡
長
糸
村
大
字
飯
原
字
日
明 

 

祭 

神 

日
本
武
尊 

 

由 

緒 

當
社
者
往
古
神
功
皇
后
三
韓
征
伐
之
時
此
の
所
に
息
は
れ
た
る
節
雉

子
の
鳴
く
を
琴
の
菅
の
様
被
爲
聞
日
本
武
尊
雉
手
と
現
は
れ
給
候
と
て
歸
朝
の
後

此
所
に
日
本
武
尊
を
祭
ら
し
め
神
號
を
雉
子
琴
神
社
と
申
傳
ふ

明
治
十
四

1881

年
許
可
飯
原
村
氏
神
と
す

明
治
三
十
三

1900

年
六
月
二
十
九
日
村
牡
に
昇
格

許
可

 

例
祭
日 

陰
暦
九
月
二
十
三
日 

 

主
な
る
建
造
物 

本
殿

拜
殿

社
務
所

参
籠
所 

 

主
な
る
寶
物 

祭
神
御
尊
影
一
軸

神
刀
三
口 

 

境
内
坪
數 

三
百
七
十
二
坪 

 

氏
子
區
域
及
戸
數 

大
字
飯
原 

九
十
戸 

 

境
内
神
牡 

天
降
神
牡

瓊
々
杵
命

 

 
 
 
 
 
 

稻
荷
神
社

倉
稻
魂
命

 

 
 
 
 
 
 

伊
弉
冊
社

伊
弉
冊
神

 

 

八 

怡
土
志
摩
地
理
全
誌

 

 
 
 

雉
子
琴

き
じ
こ
と

神
社 

日
明

ひ
あ
け

に
あ
る
飯
原
村
の
産
神
で

祭
神
日
本
武
尊

祭
日
九
月
十
四
日

郡
内
で
唯
一
の
日
本
武
尊
を
祀
る
神
社
で
あ
る

神
功
皇
后
が
三
韓
出
兵
の
途

こ

こ
で
休
息
し
て
い
る
と

キ
ジ
の
鳴
く
声
が
琴
を
奏
す
る
よ
う
に
聞
こ
え
て
き
た

こ
れ
は
日
本
武
尊
が
キ
ジ
に
姿
を
変
え
て
激
励
さ
れ
た
神
託
で
あ
る
と
勇
気
百
倍

さ
れ
た

帰
国
後

こ
の
地
に
尊
の
神
霊
を
祀
り
雉
子
琴
神
社
と
命
名
さ
れ
た
と
い

う
伝
承
の
あ
る
神
社

 

長
野
庄
崎
文
書

の
宝
永
二

一
七
〇
五

年
神
社
帳
に
は

本
社
も
天
降
神
社

も
仁
徳
天
皇
一
〇

三
二
二

年
の
鎮
座
と
書
い
て
あ
る
が…

…

境
内
に
松
田
五

六
郎

中
原
出
羽
守

の
顕
彰
碑
が
あ
る

 

日
明
に
は

応
神
天
皇
の
産
毛
を
奉

た
と
か

武
内
大
臣
が
詔
を
受
け
た
所
な
ど

と
い
わ
れ
る

オ
ウ
ケ

の
森
が
あ
る

 

 

九 

鎮
守
乃
杜

 

 
 
 

雉
琴
神
社 

祭 

神 

日
本
武
命 

例
祭
日 

九
月
中
日 

由 

緒 

本
殿

幣
殿

拝
殿

神
輿
庫

社
務
所
備
わ
る

神
功
皇
后
三
韓
御
渡

航
を
志
給
い
香
椎

屋
須

筑
紫

飯
盛
を
経
て
こ
の
地
に
一
泊
し
給
う

夢
に
日

本
武
命
現
れ
給
い
賊
徒
誅
伐
の
方
法
を
示
し
給
い
雉
子
の
鳴
く
声
を
琴
の
音
に
聞

き
目
ざ
め
給
う

こ
の
地
を
雉
琴
と
名
付
け
ら
れ

神
社
を
建
て
て
日
本
武
命
を
祀

り
給
う

昔
神
の
教
え
を
乞
う
時
に
琴
を
弾
く
等
は

記
紀
仲
哀
天
皇
記
そ
の
他
に
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も
詳
し
く
出
て
い
る

 
此
の
谷
を
琴
度
の
谷
と
い
い
又
琴
川
と
名
付
け
ら
れ
る

前
方
に
は
曽
々
木
野

旗
振
山
を
望
み
東
は
早
良
へ

西
は
深
江
駅
に
至
る

 

 

上
流
に
瀑
布
三
段
あ
り

不
動
明
王
を
祀
り
そ
の
上
に
神
籠
石

水
門
が
あ
る

日
本
武
命
を
祀
る
糸
島
地
区
唯
一
の
神
社
で
あ
る

 

 

金
刀
比
羅
神
社

祭
神
崇
徳
天
皇
神
籠
石
水
門
を
神
域
と
す
る

又
七
郎
権
現

筒
城
神
社
と
も
称
す
る

神
殿
の
い
た
み
甚
だ
し
き
為
平
成
十
三

2
0
0
1

年
本
社

に
合
祀
す
る

 

 

十 

脊
振
山
系
の
山
岳
霊
場
遺
跡―

―
脊
振
山
・
雷
山
・
怡
土
七

寺―
―

 

 
 

宇
佐
託
宣
集

と
脊
振
山
信
仰

吉
田
扶
希
子
・
西
南
学
院
大
学

に
次

の
一
文
が
あ
る

 

 

神
籠
石

の
名
は

福
岡
県
久
留
米
市
高
良
山
の
神
籠
石
に
始
ま
る

そ
の
築

造
目
的
に
は
諸
説
あ

た
が

現
在
は
山
城
説
で
は
ぼ
確
定
し
て
い
る

雷
山
の
場

合

高
良
山
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
馬
蹄
石
の
類
は
な
い
が

北
水
門
の
西
詰
に
か
つ

て
の
小
祠
跡
と
鳥
居
が
あ
り

筒
城
つ
づ
き

神
社
だ
と
い
う

住
吉
大
神
と
七
郎
権

現
と
が
合
祀
さ
れ
て
い
た

山
麓
の
糸
島
市
飯
原
い
い
ば
る

の
氏
子
た
ち
が
祭

て

い
た
も
の
で

平
成
十
二
年

2000

九
月
の
台
風
の
た
め

社
殿
が
倒
壊
し

同

じ
飯
原
の
雉
琴
神
社
に
合
祀
さ
れ
た

川
の
名
で
あ
る

筒
川

の
ツ
ツ

北
水
門

の
あ
る
筒
原
の
ツ
ツ
は

ツ
ツ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト

す
な
わ
ち
こ
の
小
祠
に
祭
ら
れ
て

い
た
住
吉
大
神
と
大
き
く
か
か
わ

て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る

 

 

脊
振
山
地
雷
山
山
系
の
雷
山
千
如
寺
の
縁
起
で

雷
山
の
神
の
水
火
雷
電
神
は
一

夜
雷
電
霹
靂
す
る
中

こ
の
千
如
寺
を
開
山
建
立
し
た
と
伝
え
て
い
る

雷
電
霹
靂

し
て
神
威
を
顕
現
し

雷
山
を
開
い
た
神
は

脊
振
山
の
神
で
龍
馬
だ
と
い
う
の
か

も
し
れ
な
い

こ
の
地
方
の
雷
神
信
仰
の
祖
型
は

脊
振
山
に
原
型
が
遣

て
い
る

か
の
よ
う
に
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る

 

い
ま
一
つ
は

現
人
神
社
の
住
吉
明
神
で
あ
ろ
う
と
推
測
す
る

裂
田
溝

説
話

の
類
話
と
し
て

滋
賀
県
野
洲
市
菅
原
神
社

永
原
天
神
・
同
摂
社
手
安
神
社
の

伎

王
井

の
伝
説
が
あ
る

平
清
盛
の
全
盛
期

当
時
の
野
洲
郡
永
原
荘
は
水
が
不
足

し
て
い
た

白
拍
子
の
伎
王

マ
マ

は

用
水
路
の
開
削
を
直
訴
し
許
さ
れ
て
着

工
す
る
が

難
工
事
で
な
か
な
か
進
ま
な
い

困

て
い
る
と

一
人
の
童
子
が
現

れ
て
杖
を
執

て
導
き

こ
れ
に
従

て
開
削
を
進
め
た
と
こ
ろ

一
日
一
夜
で
完

成
し
た
と
伝
え
て
い
る

こ
の
童
子
は
菅
原
神
社

永
原
天
神

の
摂
社
手
安
神
社

の
御
祭
神
の
埴
安
彦
で
あ
る

水
路
の
守
り
神
で
あ
り

田
の
神

土
の
神
で
あ
る

 

山
中
耕
作
氏
に
よ
る
と

多
く
の
場
合

○
○
天
神

と
呼
称
さ
せ
る
天
満
宮
に

は

そ
の
前
身
か
と
思
わ
れ
る
神
が
祭
ら
れ

し
ば
し
ば
そ
れ
は
天
神

て
ん
し
ん

す
な
わ
ち
天
津
神
で
あ
る

天
満
宮
の
御
神
徳
は
も
ち
ろ
ん
学
問
の
神
で
あ
る
が

次
に
多
い
神
徳
は
祈
雨
・
止
雨
の
神
で

雷
神
信
仰
と
し
て
い
る

一
般
農
民
に
は

天
神
さ
ま
は
田
の
神
と
し
て
非
常
に
崇
拝
さ
れ
た
の
だ
と
述
べ
て
い
る

現
人
神
社

の
場
合

祭
神
は
住
吉
明
神
で
あ
り
な
が
ら

水
路
の
守
り
神
で
あ
る

田
の
神

土
の
神
の
信
仰
が
強
く
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
で
あ
る

現
実
の
現
人
神
社
に
も

田

の
神

水
の
神

土
の
神
的
神
格
が
強
い

 

ち
な
み
に
住
吉
三
神
の
表
・
中
・
底
の
三
段
に
つ
い
て
い
え
ば

石
上
堅
氏
の

ツ

ツ
は

も
の
が
あ
る
中
に
こ
も

て
い
る
形
状

で

住
吉
明
神
の
場
合

水
中
の

底
・
中
・
表
に
こ
も

て

神
と
し
て
の
呪
力
を
新
し
く
発
動
す
る
霊
魂
で

蛇
・

雷
の
呪
力
を
も
意
味
す
る

と
い
う
見
解
に
よ
り
た
い
と
思

て
い
る

そ
こ
で

迹

驚
岡

の
大
磐
石
を
蹴
破

て

裂
田
溝

の
功
業
を
な
さ
し
め
た
神
は

脊
振
山

で
示
現
し

迹
驚
岡

で
神
威
を
顕
現
し

い
ま
現
人
神
社
に
祭
る
住
吉
明
神
だ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る

 
以
上

脊
振
山
の
西
側
と
官
道

県
道
大
野
城
二
丈
線
の
沿
線
の
中
世
以
後
の
住

吉
信
仰
の
基
層
に

鎮
懐
石

裂
田
溝

の
説
話
に
基
づ
く
古
い
信
仰
が
ま
ず
あ

た
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が

こ
れ
は
お
そ
ら
く
古
代

津
守
氏
が
担

て
き
た
伝
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承
で
は
あ
る
ま
い
か
と
思
わ
れ
る

摂
津
住
吉
大
社
に
代
々
神
主
と
し
て
奉
仕
し
た

津
守
氏
で

武
内
宿
禰
を
始
祖
と
す
る

 
古
代
の
詳
細
は
不
明
な
が
ら

神
功
皇
后
信
仰
の
極
め
て
重
要
な
西
の
聖
地
で
あ

る
こ
と
に
改
め
て
思
い
至
る
こ
と
が
で
き
た

こ
の
雷
山
を
含
む
大
野
城
二
丈
線
を

軸
と
し
た
住
吉
明
神

神
功
皇
后
の
伝
承
地
域
は

現
在
の
福
岡
市
南
郊
か
ら
西
は

福
岡
市
の
西
部
か
ら
糸
島
市
に
及
ん
で
お
り

脊
振
山
東
門
寺
が
主
張
し
て
い
た
四

至
の
地
域
に

ほ
ぼ
す

ぽ
り
と
収
ま

て
し
ま
う

雷
山
千
如
寺
の
法
持
聖
た
ち

の
活
動
地
域
は

脊
振
山
東
門
寺
の
布
教
活
動
地
域
を
引
き
継
い
で
い
た
の
か
も
し

れ
な
い

 

                 

  

日
明
の

御
旅
所

が

怡
土
志
摩
地
理
全
誌

に
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る

宇
美
八
幡
宮
の
神
幸
行
事
の
御
旅
所
で
あ

た
袁
宇
祁
の
森
で
あ
る

 

 

九
月
一
九
日

表
浮
宮

お
う
け
の
み
や 

日
明
に
あ
る

に
神
幸
が
あ
り

翌

二
〇
日

深
江
子
負

原
に
行
き

二
四
日

表
浮
宮
へ

二
五
日
本
社
へ
帰

た

そ
う
で
あ
る

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



飯原・雉琴神社 

5 

石 

段 

１ 
石
段
１ 
幅 

二
ｍ
七
七
㎝ 

 
 
 
 

段
数 

三
段 

 

標 

柱 

１ 

標
柱
１ 

一
対 

 
 
 
 

高
さ 

三
ｍ
二
四
㎝ 

 

右
柱
正
面 

文
字
不
明 

 
 
 

裏
面

大
正
参(1

9
1
4
) 

 
 
 
 
 
 

年
晩
秋
建
焉

 

 
左
柱
正
面 

文
字
不
明 

 
 

寄
進
者
は
１７
頁
参
照

 

 

一 

の 

鳥 

居 

一
の
鳥
居 

高
さ 

四
ｍ
四
二
㎝ 

 

鳥
居
懸
額 

雉
琴
神
社

 

 

右
柱
正
面 

八
荒
摺
服

 

 
 
 

裏
面 

飯
原
區
渡
米
有
志
者
建
之

 

 

左
柱
正
面 

四
海
寧
康

 

 
 
 

裏
面 

明
治
四
十
四

1
9
11

年
十
二
月
吉
且 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
工 

徳
田 

鶴
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
富 

秀
季 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

栗
﨑
浦
次
郎

 

  

社 

號 

碑 

社
號
碑 

高
さ 

二
ｍ
七
八
㎝ 

 

碑
正
面 

三
つ
柏
紋 

雉
琴
神
社

 

 

碑
裏
面 

昭
和
六
十
三

1
9
8
8

年
十
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 

宮
司 

武
内 

公
文 

謹
書 

 
 
 
 
 
 
 
 

寄
進
者 

池
薗 

泰
輔 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

波
多
江
辰
美 

 
 
 
 
 
 
 
 

石 

工 

林
田 

清
吉

 

      

常 

夜 

燈 

常
夜
燈 

高
さ 

四
ｍ
一
〇
㎝ 

 

竿
部
正
面

常
夜
燈

 

 
 
 

裏
面

氏
神
■
■ 

 
 
 
 
 
 

五
十
年
記
念 

 
 
 
 
 
 

昭
和
五
年
五
月
吉
日

 

 

台
石
裏
面

波
多
江
利
八
郎

 

 

基
台
裏
面

世
話
人
は
１７
頁
参
照 

 
 
 
 
 
 

石
工 

吉
富
喜
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
塚
伊
三
郎

 

昭
和
五
年
は
西
暦1

9
3
0

年 
 

  



飯原・雉琴神社 

6 

幟 

立 

て 

１ 
幟
立
て
１ 

一
対 

高
さ 

一
ｍ
七
〇
㎝ 

 

右
柱
正
面 

奉
獻

 

 
 
 

裏
面 
日
新
會
員
中

 

 

左
柱
正
面 
奉
獻

 

 
 
 

裏
面 

明
治
四
十
参 

 
 
 
 
 
 
 
 

1
9
1
0

年
九
月

 

 

記 

念 

碑 

１ 
記
念
碑
１

砲
弾
型

 

 
 

高
さ 

一
ｍ
四
七
㎝ 

 

砲
弾
碑
上
部 

 

爲
居
寄
附
連
名
年
長
順

 

 
 

寄
進
者
は
１７
頁
参
照 

 

 幟 

立 

て 

２ 

幟
立
て
２ 

一
対 

高
さ 

九
六
㎝ 

 

右
柱
正
面 

奉
寄
進

 

 

左
柱
正
面 

明
治
十
五

1
8
8
2

年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八
月
建
之 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西 

善
二
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西
原 

三
郎

 
幟 

立 

て 

３ 
 
 
 
 
 
 

石 

段 

２ 

幟
立
て
３ 

一
本 

高
さ 

一
ｍ
一
六
㎝ 

 
 

石
段
２ 

幅 

二
ｍ
三
九
㎝ 

 

柱
正
面 

嵯
峨
里
氏
子
中

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

段
数 

七
段 

裏
面 

奉

 

         

 

由 

緒 

盤 

由
緒
盤 

高
さ 

一
ｍ
三
二
㎝ 

 

正
面 

文
面
は
１７
頁
参
照 

 

裏
面 

平
成
二(1

9
9
0
)

年
十
一
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
日
建
之 

 
 
 
 
 

宮
司 

武
内 

公
文 

謹
書 

 
 
 
 
 

奉
納 

兼
松 

 

節 

 
 
 
 
 

石
工 

山
本 

芳
雄 
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燈 

籠 

１ 

燈
籠
１ 

一
基 

 
 

高
さ 

二
ｍ
九
五
㎝ 

 

 
 

火
口
以
外
は
自
然
石
で 

 
 

組
み
立
て
ら
れ
て
い
る 

  

 

 

        

二 

の 

鳥 

居 

二
の
鳥
居 

高
さ 

三
ｍ
〇
三
㎝ 

 

鳥
居
懸
額 

雉
琴
宮

 

 

右
柱
正
面 

寶
暦
三

1
7
5
3

癸
酉
六
月
吉
祥
日

 

 

左
柱
正
面 

奉
建
立
爲
居
一
基 

飯
原
郷 

波
多
江
清
兵
衛
種
直 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

氏
子
中 

 

 
記 

念 

碑 

２
・
３ 

記
念
碑
２ 

高
さ 

一
ｍ
三
〇
㎝ 

 
 
 
 
 

玉
径 

四
〇
㎝ 

 
 

文
字
無
し 

記
念
碑
３

社
務
所
前

 

高
さ 

三
二
㎝ 

 

碑
正
面 

三
つ
柏
紋

 

 

碑
裏
面 

 

奉
納 

大
原 

一
弘 

 
 
 
 
 
 
 

宮
司 

武
内 

公
文 

 
 
 
 
 
 
 

石
工 

山
本 

芳
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
七
年
五
月
吉
日

 

 
 

記
念
碑
２
・
３
で
一
セ

ト
と
判
断
し
た 

記
念
碑

村
社
昇
格
記
念

４ 

記
念
碑
４ 

高
さ 

四
ｍ
〇
六
㎝ 

 

正
面

雉
琴
神
社
碑

 

 

左
面

明
治
丗
三(1

9
0
0
)

年
十
月 

 
 
 
 

雲
閣
道
人
義
比
古
敬
寫 

 
 
 
 
 

社
掌 

空
閑 

廣
治 

 
 
 
 
 
 
 
 

氏 

子 

中

 

 

裏
面
・
右
面
の
碑
文
は
１７
頁
参
照 

 

右
面

福
岡 

海
妻
甘
藏
撰

 

台
石
裏
面

石
工 

堀
田
■
治
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

内
山
熊
太
郎

 
雲
閣
道
人
は
対
馬
出
身
の
宗
像
義
彦
と
云
う
書
道
家
で

碑
を
揮
毫
さ
れ
た
方
で

あ
る

海
妻
甘
藏
は
舊
福
岡
藩
士
の
国
学
者
で

教
育
関
係
に
寄
与
さ
れ
た

共
に

幕
末
か
ら
明
治
に
活
躍
さ
れ
た
方
々
で
あ
る
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寄 

進 

石 

１ 
寄
進
石
１ 

高
さ 

一
ｍ
五
六
㎝ 

 

正
面

昇
格
碑
寄
附 

 
 
 
 

明
治
三
十
三

1
9
0
0

年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
建
之

 

 
 

寄
附
者
は
１８
頁
参
照

 

 

標 

柱 

２ 

標
柱
２

東
裏
門
入
口

 

 
 
 
 
 
 
 

高
さ 

二
ｍ
七
三
㎝ 

 

右
柱
正
面 

奉

 

 
 
 

裏
面 

池
園
勇
三
郎

 

 

左
柱
正
面 

献

 

 
 
 

裏
面 

大
正
五

1
9
1
6

年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
月
吉
日

 

  

汐
井
台 

汐
井
台 

高
さ 

 

 
 

文
字
不
明 

    

手
水
鉢
と
手
拭
掛 

手
水
鉢 

高
さ 

八
二
㎝ 

 
 
 
 

文
字
不
明 

手
拭
掛 

高
さ 

        

 

燈 

籠 

２ 

燈
籠
２ 

一
対 

 
 
 
 

高
さ 

一
ｍ
六
五
㎝ 

 
 
 
 

文
字
不
明 
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幟 

立 

て 

４ 
幟
立
て
４

境
内
西
側
生
垣
沿
い

 

 
 
 

一
対 
高
さ 

一
ｍ
〇
三
㎝ 

 

北
側
柱
正
面 

奉
寄
進

 

 
 
 
 

裏
面 
世
話
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

四
名
文
字
不
明

 

 

南
側
柱
正
面 

明
治
二
十
七
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
月
吉
辰

 

 
 
 
 

裏
面 

石
田
組
産
子

 

 
 

明
治
二
十
七
年
は
西
暦1

8
9
4

年 

神 

牛 

像 

神
牛
像 

高
さ 

一
ｍ
二
三
㎝ 

 

神
牛
像 

長
さ 

八
〇
㎝ 

 
 
 
 
 

幅 

三
六
㎝ 

 

台
石
正
面 

奉
納

 

 
 
 

右
面 

平
成
二
十(2

0
0
8
)

年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
二
月
吉
日

 

 
 

寄
進
者
は
１８
頁
参
照

 

 

石 

段 

３ 

石
段
３

境
内
西
入
口

 

 
 

幅 

三
ｍ
七
九
㎝ 

 
 

段
数 

八
段 

 

狛 
 

犬 

狛
犬 

高
さ 

一
ｍ
六
一
㎝ 

 

左
右
台
石
正
面 

奉
獻

 

 

吽
形
台
石
右
面 

明
治
二
十
九

1
8
9
6

年
十
二
月

 

寄
進
者
は
當
区
青
年
１８
頁
参
照

 

             

賽 

銭 

箱 

賽
銭
箱 

高
さ 

一
ｍ
〇
九
㎝ 

 
箱
正
面

賽
銭
箱

 

 
 

右
面

平
成
十
六

2
0
0
4

年

 

 
 
 

寄
進
者
は
１８
頁
参
照
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石 

段 

４ 
石
段
４

拝
殿
前

 

 
 

幅 
二
ｍ
七
七
㎝ 

 
 

段
数 
三
段 

   

寄 

進 

石 

２ 

寄
進
石
２ 

高
さ 

一
ｍ
九
二
㎝ 

 

碑
正
面 

籠
所
寄
附
人
名

 

 
 

裏
面 

大
正
六

1
9
1
7

年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
月
建
築

 

寄
進
者
は
１９
頁
参
照

 

  

右
瑞
垣
と
石
段
５ 

右
瑞
垣 

長
さ 

六
ｍ
七
六
㎝ 

 
 

文
字
無
し 

石
段
５ 

幅 

一
ｍ
一
六
㎝ 

 
 
 
 

段
数 

三
段 

   

左
瑞
垣
と
石
段
６ 

左
瑞
垣 

長
さ 

七
ｍ
〇
〇
㎝ 

 
 

文
字
無
し 

石
段
６ 

幅 

一
ｍ
一
七
㎝ 

 
 
 
 

段
数 

三
段 

       

 

燈 

籠 

３ 

燈
籠
３ 

一
対 

右
燈
籠
高
さ 

一
ｍ
五
六
㎝ 

 
 
 
 
 
 
 

左
燈
籠
高
さ 

一
ｍ
四
二
㎝

宝
珠
部
破
損
か

 

 

右
燈
籠
竿
部 

 

■
政
十
■
天 

 

怡
土
郡
飯
原
村 

 
 
 
 
 
 
 
 

雉
琴
大
明
神 

 
 
 

御 

寶 

前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
月
吉
辰 

 
 
 
 
 
 

■
■
■ 

 

 
 

か
ろ
う
じ
て
判
読
し
た
文
字 

 
 

文
政
年
間

1
8
1
8

3
0

の
奉
納
か 

神
殿
左
側
燈
籠
竿
部
の
文
字
は
不
明
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記 

念 

碑 

５ 
記
念
碑
５ 

高
さ 

 

 

碑
正
面

凱
旋
紀
念 

 

 
 
 
 
 
 

漢
詩 

出
征
軍
人

 

 

碑
右
面

明
治
三
十
九
年 

 
 
 
 
 

十
二
月
■
■ 

世
話
人

 

 

台
石
裏
面

石
工 

福
岡
西
新
町 

 
 
 
 
 
 
 
 

古
賀 
松
次 

 

 
 

碑
正
面
・
碑
右
面
碑
文
は
１９
頁
参
照 

 
 

碑
裏
面
と
碑
左
面
に
も
文
字
が
あ
る
が

 

 
 

磨
滅
が
酷
く
判
読
出
来
な
い 

 
 

社 

務 

所 

社
務
所 

 

横 

一
一
ｍ
〇
四
㎝ 

 

入 
 

八
ｍ
九
二
㎝ 

   

ト 

イ 

レ 

ト
イ
レ 

 

横 

一
ｍ
九
二
㎝ 

 

入 

二
ｍ
二
六
㎝ 

  

本 
 

殿 

神
殿 

横 

六
ｍ
一
六
㎝ 

 
 
 

入 

六
ｍ
六
八
㎝ 

 

幣
殿 

横 

四
ｍ
〇
〇
㎝ 

 
 
 

入 

四
ｍ
六
二
㎝ 

 

拜
殿 

横 

六
ｍ
一
六
㎝ 

 
 
 

入 

六
ｍ
一
五
㎝ 

 

 

境 

内 

社 

１ 

境
内
社
１ 

 
 

横 

二
ｍ
五
五
㎝ 

 
 

入 

三
ｍ
〇
八
㎝ 

 

社
額 

荒
神
社

 

 
 

由
緒
書
き
は
１９
頁
参
照 

 

境 

内 

社 

２ 

境
内
社
２ 

 
 

横 

一
ｍ
九
三
㎝ 

 
 

入 

二
ｍ
二
六
㎝ 

 
 

寄
進
者
２０
頁
参
照 
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弟
橘
藤

由
来 

 
 
 
 
 
 

藤 
 

棚 

       

 

由
来
説
明
は
２０
頁
参
照 

顕 

彰 

碑 

顕
彰
碑 

高
さ 

五
ｍ
二
〇
㎝ 

 

碑
正
面

贈
従
五
位 

 
 
 
 
 
 

松
田
五
六
郎
翁

 

 

台
石
正
面

発
起 

日
新
會 

 
 
 
 
 
 

石
工 

吉
富
喜
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
塚
伊
五
郎

 

   

碑
文
は
２０
頁
参
照 

     

御
旅
所

神
幸
所

袁
宇
祁
の
森

 

神
橋
と
幟
立
て
１ 

神
橋 

 

 

右
奥
欄
干
柱

日
明
橋

ひ
あ
け
は
し

 

 
 
 
 
 
 
 

昭
和
六
十
一
年
三
月
完
成

 

 

左
奥
欄
干
柱

琴
水
川

こ
と
み
ず
が
わ

 

幟
立
て
１ 

一
対 

高
さ 

一
ｍ
八
〇
㎝ 

 

右
柱
正
面

三
つ
柏
紋 

奉

 

 
 
 

裏
面

日
明
産
子
中

 

 

左
柱
正
面

三
つ
柏
紋 

獻

 

 
 
 

裏
面

大
正
三(1

9
1
4
)

年
四
月
拾
三

 

 

幟
立
て
２ 

幟
立
て
２ 

一
対 

高
さ 

六
〇
㎝ 

 
 

道
路
左
側
に
並
ん
で
建
て
て
あ
る 

 
 

文
字
無
し 

 

袁
宇
祁
の
森

は

宇
美
八
幡
宮
が 

鎮
懐
石
八
幡
宮
へ
御
神
幸
の
際

行
き 

帰
り
に
立
ち
寄
ら
れ
た
御
旅
所
で
あ

 
た
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標 
 

柱 
標
柱 
高
さ 

二
ｍ
七
〇
㎝ 

 

右
柱
正
面 

三
つ
柏
紋 

威
稜
輝
千
里

 

 
 
 

右
面 
大
正
八

1
9
1
9

年
九
月
吉
日

 

 

左
柱
正
面 
三
つ
柏
紋 

徳
澤
溢
四
海

 

左
面 

古
川
亀
太
郎

 

            

 

 

石 

段 

１ 

石
段
１ 

幅 

一
ｍ
八
三
㎝ 

 
 
 
 

段
数 

十
三
段 

  
鳥 

 

居 

鳥
居 

高
さ 

三
ｍ
五
〇
㎝ 

 

鳥
居
懸
額 

雉
琴
神
社

 

 

右
柱
裏
面 

寄
附 

井
手
初
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 

石
工 

大
塚
伊
三
郎

 

 

左
柱
裏
面 

大
正
九

1
9
2
0

年
八
月
吉
辰
建
立

 

           

石 

段 

２ 

石
段
２

鳥
居
前

 

 
 
 
 

幅 

一
ｍ
五
二
㎝ 

 
 
 
 

段
数 

二
段 
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玉 
 

垣 

玉
垣 

 

正
面
石
垣
上
左
右
に 

 

各
七
本
ず
つ
の
柱
痕 

 

右
柱
列 

四
本 

 

奥
柱
列 

七
本 

 

左
柱
列 

四
本 

      

行 

宮 

上
石 

一
ｍ
〇
五
㎝
四
方 

 
 

高
さ 

五
八
㎝ 

台
石
正
面 

 
 

敬
獻

 

 

台
石
右
面 

 
 

大
正
四(1

9
1
5
)

年
十
一
月
七
日

 

 

台
石
左
面 

 
 

御
即
位
記
念 

 
 
 
 

日
明
産
子
中

 

  

筒
城
神
社
跡

雷
山
神
籠
石
北
水
門
上

 

鳥 
 

居 

鳥
居 

高
さ 

二
ｍ
九
五
㎝ 

 

右
柱
裏
面 

■
施 

重
松 

伊
藏 

 

重
松
源
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
松
度
次
郎 

 

重
松 

道
久

 

 

左
柱
裏
面 

皇
紀
二
千
五
百
九
十
三
年
■
建

 

 
 
 
 
 
 
 

昭
和
八

1
9
3
3

年

 

           

記 

念 

碑 

１ 

記
念
碑
１

神
社
本
殿
跡
に
建
立

 

高
さ 

一
ｍ
四
五
㎝ 

 
碑
正
面 

筒
城
神
社
跡

 

 

碑
裏
面 

平
成
十
二
年
九
月
十
三
日 

 
 
 
 
 
 
 
 

飯
原
氏
子
一
同 

 
 

 
 

現
在

筒
城
神
社
は
雉
琴
神
社
に
合
祀
さ
れ
て
い
る 
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史 

跡 

碑

神
籠
石

 
史
跡
碑

旧
筒
城
神
社
境
内
に
建
立

 

高
さ 

二
ｍ
二
〇
㎝ 

 

碑
正
面 

 

雷
山
神
籠
石

 

 

碑
左
面 

 

史
蹟
名
勝
天
然
記
念
物
保
存
法
に
依
り 

 
 
 
 
 
 

昭
和
七
年
三
月
文
部
省
指

定

 

 

碑
右
面 

 

昭
和
八

1
9
3
3

年
五
月
建
設

 

     

記 

念 

碑 

２ 

記
念
碑
２

旧
筒
城
神
社
境
内
に
建
立

 

高
さ 

一
ｍ
一
〇
㎝ 

 

碑
正
面 

 

是
よ
り
南
七
五
〇
米
の
所
に
も 

 
 
 
 
 
 

亦
神
籠
石
在
り

 
 

 

碑
裏
面 

 

長
糸
村
史
跡
保
存
會

 

 

碑
左
面 

 

昭
和
八

1
9
3
3

年
六
月
建
之

 

 

雷
山
神
籠
石

説
明
板 

 
 

説
明
文
は
２１
頁
参
照 

            

 
 

⇒ 

列
石 

    

北
水
門 
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日 

明 

神 

社 

木 

鳥 

居 

木
鳥
居 

高
さ 
二
ｍ
三
〇
㎝ 

  

幟 

立 

て 

 
幟
立
て 

高
さ 

一
ｍ
二
六
㎝ 

 

右
柱
正
面

奉
寄
進

 

 

左
柱
正
面

明
治
十
九
年
戌 

 
 
 
 
 
 
 
 
三
月
吉
辰 

 

 
 
 

裏
面

當
村
日
明 

 
 
 
 
 
 
 
 

古
川 
勝
治

 

  

本 
 

殿 

本
殿 

 
 

横 

二
ｍ
六
〇
㎝ 

 
 

入 

三
ｍ
四
〇
㎝ 

   

祭
神

鞍
掛
石

 

祭
神 

大
石
１

前

 

高
さ 

一
ｍ
〇
〇
㎝ 

幅 

一
ｍ
九
〇
㎝ 

 
 
 

大
石
２

後

 

高
さ 

一
ｍ
八
〇
㎝ 

幅 

一
ｍ
九
〇
㎝ 

 
 

大
石
１
は

神
功
皇
后
が
乗
馬
の
鞍
を
置
か
れ
た
石
と
云
う

 

         

 

寄 

進 

札 

寄
進
札 

日
明
様
新
築
落
成 

 
 
 

平
成
十
五
年
三
月
吉
日 

 
 
 

大
工 

山
下
工
務
店 

 
 
 

代
表 

山
下 

和
男 

 

 

 
 

寄
進
者
は
２１
頁
参
照 
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標
柱
１
寄
進
者

５
頁

 

 
左
柱
裏
面 

井
手
幸
四
郎 

 
 
 
 
 
 
 

重
松 

徳
藏 

 
 
 
 
 
 
 

兼
松
般
石
根

 

 

常
夜
燈
世
話
人

５
頁

 

 

基
台
裏
面 

世 
話 

人 
 

年 

順 

 
 
 
 
 
 
 
 

古
川
秀
太
郎 

 

池
園 

源
藏 

 
 
 
 
 
 
 
 

中
原
和
三
郎 

 

波
多
江
藤
三
郎

 

 

記
念
碑
１

砲
弾
型

６
頁

 

上
段 

中
原
清
三
郎 

 

西 

辰
次
郎 

 
古
川
藤
次
郎 
 

波
多
江
豊
松 

 
 
 
 

青
木
宇
之
吉 

 

波
多
江
藤
次
郎 
仝 

百
十
郎 

 

池
園 

常
吉 

 
 
 
 

重
松
竹
次
郎 

 

古
川
梅
太
郎 

 

井
手 
爲
吉 

 

古
川 

又
助 

 
 
 
 

波
多
江
宗
十 

 

内
野
音
二
郎 

 

青
木
友
太
郎 

 

中
原
夘
之
吉 

 

下
段 

波
多
江
末
松 

 

波
多
江
■
四
郎 

中
原
治
一
郎 

 

藤
瀬 

藤
太 

 
 
 
 

古
川 

仙
藏 

 

西 

又
三
郎 
 

藤
瀬
夘
三
郎 

 
西 

 

武
■ 

 
 
 
 

旡
津
呂
源
藏 

 

青
木
■
五
郎 

 

大
塚
小
八
郎 

 
有
冨
藤
五
郎 

 
 
 
 

重
松 

藤
平 

 

波
多
江
宗
四
郎 

川
上
和
三
良 

 

川
上
松
三
郎

 

 

雉
琴
神
社
由
緒
盤

６
頁

 

 
 

雉 

琴 

神 

社 

 
 

祭
神 

日
本
武
命

倭
建
命

 

 
 

祭
日 

九
月
二
十
三
日 

日
本
武
命
は
第
十
二
代
景
行
天
皇
の
第
二
皇
子
と
し
て
生
ま
れ
性
勇
猛
果
敢
父
天

皇
に
命
ぜ
ら
れ
東
方
十
二

国
の
荒
ぶ
る
神
た
ち
従
わ
ざ
る
者
た
ち
を
討
た
ん
と

し
て

相
模
の
国
に
至
り
国
造
に
だ
ま
さ
れ
て
野
原
に
入
り
火
を
か
け
ら
れ
焼
打
ち

に
あ
わ
れ
給
う
が
火
打
石
草
薙
劒
に
よ
り
逆
火
を
つ
け
給
い
辛
う
じ
て
難
を
逃
れ

給
う

火
焼.

や
け
ど
の
神

 

昔

神
功
皇
后
高
祖
よ
り
御
坂

三
坂

を
経
て
雷
山
に
登
り
給
い
層
々
岐
岳
に
て

天
神
地
祗
を
祀
り
戦
勝
を
祈
り
給
う
後
山
を
さ
が
り

嵯
峨
里

給
い
此
所
に
宿
陣

し
給
う
夜
夢
枕
に
日
本
武
命
が
た
た
れ
賊
徒
討
伐
の
法
を
教
え
ら
れ
た
と
い
う 

雉
子
の
鳴
く
声
を
琴
の
音
に
聞
き
て
目
ざ
め
ら
れ
帰
還
の
後
日
本
武
命
を
祀
り
雉

琴
神
社
と
崇
め
奉
り
此
所
を
雉
琴
と
名
付
け
ら
れ
た 古

事
記

神
社
縁
起
に
因
る

 

     

記
念
碑

神
社
昇
格
記
念

４

７
頁

碑
文 

記
念
碑
裏
面 

神
也
者
依
人
之
敬
而
貴
况
朝
是
所
如
乎
筑
前
國
糸
島
郡
長
糸
村
字
飯
原
鎭
坐
雉
琴 

 

神
社
■
乎
■
■
也
神
功
皇
后
將
征
三
韓
駐
輦
祈
神
護
有
日
本
武
尊
告
夷
賊
■
怱
聞 

 

雉
之
啼
其
聲
如
琴
音
后
覺
乃
■
也
因
號
其
地
曰
雉
琴
既
而
三
韓
降
伏
皇
艦
凱
旋
立 

 

祠
于
此
祀
日
本
武
尊
裳
攝
政
元
年
也
按
史
仲
哀
天
皇
日
本
武
尊
第
二
子
妾
神
功
皇 

 

后
朽
天
皇
感
白
鳥
出
日
本
尊
陵
飛
集
倭
琴
彈
原
后
得
神
教
有
雉
聲
如
琴
音
亦
神
之 

 

所
■
也
爾
来
村
民
■
地
鎮
守
得
神
徳
者
多
稼
戰
■
■
遠
輓
近
中
泮
候
置
■
史
明
治 

 

社
記
旧
貫
皆
廣
地
方
以
神
社
八
幡
祠
為
氏
神
施
是
斯
祠
尖
資
格
飯
原
人
民
病
■
不

 

記
念
碑
左
面 

巳
明
治
十
四
年
願
徒
氏
神
之
名
民
情
猶
不
満
再
上
申
願
為
村
格
明
治
卅
三
年
六
月 

 

廿
九
日
福
岡
縣
知
事
深
野
一
三
徳
昇
格
産
子
之
喜
可
亦
知
煩
者
■
區
共
議
■
カ
定
碑 

 

欽
表
社
爾
之
■
■
余
文
余
祝
曰
巍
々
祈
祠
豈
止
村
社
乎
自
今
隆
盛
他
時
必
加
殊
榮 

嗚
呼
産
子
謹
勿
■
■
意 
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福
岡 

 

海
妻 

甘
藏 

撰 
 
 

 

 

寄
進
石
１

昇
格
碑
寄
附

連
名

８
頁

 

一
金
弐
拾
円 

 
 
 

一
金 

五
円 

 
 
 

一
金 

二
円
五
十
銭 

仝 

波
多
江
庄
平 

 

仝 

兼
松
般
石
根 

 

仝 

波
多
江
宗
次
郎 

仝 

井
手 

重
藏 

 

仝 

青
木
実
次
郎 

 

仝 

井
手
初
太
郎 

 
仝 

井
手
鶴
太
郎 

 

仝 

池
園 

種
吉 

 

仝 

武
内 

法
順 

 

一
金 

拾
円 

 
 
 

仝 
波
多
江
利
八
郎 

仝 

池
園 

榮
吉 

 

仝 

小
林
常
太
郎 

 

仝 

重
松
滿
太
郎 

 

仝 
波
多
江
■
治 

 

仝 

西 

竹
五
郎 

 

仝 

古
川 

忠
藏 

 

仝 

池
園
勇
三
郎 

 

仝 

古
川 
儀
平 

 

仝 

波
多
江
百
太
郎 

仝 

重
松
森
太
郎 

 

仝 

古
川
利
七
郎 

 

仝 

筒
井 
藤
内 

 

仝 

波
多
江
孫
平 

 

仝 

古
川
熊
太
郎 

 

仝 

重
松 

徳
藏 

 

仝 

重
松 

利
作 

 
仝 

川
上
市
三
郎 

 

仝 

井
手 

重
吉 

 

仝 

重
松
初
太
郎 

 

仝 

波
多
江
藤
七 

 
仝 
有
冨
藤
太
郎 

 

仝 

大
塚
八
十
吉 

 

一
金 

八
円 

 
 
 

仝 

内
堅 

久
市 

 

一
金 
二
円 

 
 
 

仝 

大
塚 

彌
吉 

 

仝 

波
多
江
冨
次
郎 

一
金 

四
円 

 
 
 

仝 

中
原 
仁
吉 

 

仝 

池
園 

鶴
吉 

 

仝 

大
原
森
太
郎 

 

仝 

吉
川
末
太
郎 

 

仝 

重
松 
鶴
吉 

 

仝 

大
塚 

梅
吉 

 

仝 

青
柳
權
太
郎 

 

一
金
三
円
五
十
銭 

 

仝 

波
多
江
梅
吉 

 
仝 

相 

久 

寺 

 

一
金 

六
円 

 
 
 

仝 

青
木 

清
助 

 

仝 

古
川 

岩
吉 

 
仝 

中
原
松
太
郎 

 

仝 

古
川
亀
太
郎 

 

仝 

西 

元
太
郎 
 

仝 

波
多
江
清
五
郎 

仝 
中
原 

亀
吉 

 

仝 

古
川
吉
太
郎 

 

仝 

西 
 

茂
八 

 

仝 

重
松
久
米
吉 

 

仝 

重
松 
利
平 

 

仝 

有
冨 

兵
七 

 

一
金 

三
円 

 
 
 

仝 

西 

亀
太
郎 

 

仝 

重
松 
亀
吉 

 

一
金 

四
円 

 
 
 

仝 

波
多
江
豊
松 

 

仝 

重
松
竹
次
郎 

 

仝 

青
柳 

寅
吉 

 
 

福
岡
市
名
嶋
町 

 

仝 

大
町 

夘
吉 

 

仝 

青
木
宇
之
吉 

 
 
 

小
川 

鉄
麿 
 

仝 

井
手
辰
次
郎 

 

仝 

中
鶴 

又
七 

 

一
金 

二
円 
 
 
 

仝 

重
松 

傳
藏 

 

仝 

西 

辰
次
郎 

 
 

長
野
邑 

 
 
 
 

仝 

藤
瀬 

夘
平 

 

仝 

青
柳
鉄
次
郎 

 
 
 

友
岡 

ヤ
エ 

 

仝 
 
 

源
次
郎 

 

仝 

廣
川 

佐
吉 

 

 

神
牛
寄
進
者

９
頁

 

 

台
石
右
面 

波
多
江
嘉
和 

 
 
 
 
 
 
 

重
松 

茂
美 

 
 
 
 
 
 
 

山
本 

芳
雄

 

 

狛
犬
寄
進
者

９
頁

 

 

基
台
左
面 

 
 
 

基
台
裏
面 

 
 
 

基
台
右
面 

 
 

當
区
青
年 

 
 

青
木
友
次
郎 

 

藤
瀬
■
三
郎 

 
 
 

波
多
江
十
郎 

 
 

大
塚
九
八
郎 

 
 

波
多
江
磯
平 

 
 
 

吉
川
梅
太
郎 

 
 

柴
田 

鹿
吉 

 
 

仝 

常
太
郎 

 
 
 

青
木
清
太
郎 

 
 

青
木
條
四
郎 

 
 

大
塚 

弥
作 

 
 
 

大
塚
八
十
松 

 
 

川
上
竹
次
郎 

 
 

西 
 

武
市 

 
 
 

波
多
江
吉
太
郎 

 

無
津
呂
源
内 

 
 

旡
津
呂
源
造 

 
 
 

内
野
音
次
郎 

 

藤
瀬 

藤
太 

 
 

西 

次
良
助 

 
 
 

 

中
原
次
一
郎 

 
 

吉
冨
喜
太
郎 

 

 
 

 

池
園 

源
造 

 
 

 

波
多
江
宇
市 

 
 

 

青
木
安
太
郎 

 
 

 

青
柳 

吉
造 

 
 

 

中
原
富
士
吉 

 

 

賽
銭
箱
寄
進
者

９
頁

 

 

箱
右
面 

平
成
十
三
年
三
役 

 
 
 
 
 
 
 
 

池
園 

英
明 

 
 
 
 
 
 
 
 

立
石 

 

武 

 
 
 
 
 
 
 
 

波
多
江
豪
彦 
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平
成
十
五
年
三
役 

 
 
 
 
 
 
 
 

波
多
江
宗
典 

 
 
 
 
 
 
 
 

青
柳 

正
義 

 
 
 
 
 
 
 
 

波
多
江
義
孝 

 

 

寄
進
石
２
寄
進
者

１０
頁

 

正
面 

籠
所
寄
附
人
名

 

年 

長 

順 
 
 
 
 
 
 

金 

十
八
円 

波
多
江
宇
一 

金 

十
円 

西 
 

倉
吉 

 

金 

壱
百
円 

井
手
初
太
郎 

仝 
十
七
円 

古
川 

忠
藏 

仝 

十
円 

重
松 

利
作 

 

仝 

七
十
円 

兼
松
般
石
根 

仝 
十
六
円 

重
松 

傳
藏 

仝 

十
円 

古
川
三
次
郎 

 

仝 

五
十
五
円 

重
松 

繁
吾 

仝 

十
五
円 
古
川
吉
太
郎 

仝
八
円
四
十
戔 

内
野
音
次
郎 

 

仝 

三
十
円 

古
川 

壽
太 

仝 

十
五
円 
古
川
亀
太
郎 

仝 

八
円 

池
園 

種
吉 

 

仝 

二
十
五
円 

池
園
勇
三
郎 

仝 

十
二
円 

波
多
江
藤
七 

仝 

八
円 

青
木
夘
之
吉 

 

仝 

二
十
一
円 

重
松
倉
四
郎 

仝 

十
二
円 

波
多
江
冨
次
郎
仝 

八
円 

青
木
友
太
郎 

 

仝 

二
十
円 

青
柳
権
太
郎 

仝 

十
一
円 

波
多
江
次
郎 
仝
七
円
五
十
戔 

有
冨
藤
次
郎 

 

仝 

二
十
円 

大
原
森
太
郎 

仝
十
円
三
十
戔 

筒
井 

正
男 

仝
七
円
五
十
戔 

西 

辰
次
郎 

 

仝 

十
八
円 

波
多
江
利
八
郎
仝 

 

十
円 

波
多
江
豊
松 

仝
七
円
五
十
戔 

波
多
江
條
四
郎 

 

仝 

十
八
円 

古
川
秀
太
郎 

仝 
 

十
円 

井
手
鶴
太
郎 

仝 

七
円 
西 

元
太
郎 

 

仝 

十
八
円 

有
冨
円
太
郎 

仝 
 

十
円 

古
川
末
太
郎 

仝 

七
円 

重
松 
荒
助

 

裏
面 

 
 

常
務
建
設
委
員 

池
園
勇
三
郎 

 
 
 
 

年 

長 

順 

井
手
初
太
郎 

 

波
多
江
利
八
郎 

 
 

大
正
六(1

9
1
7
)

年 

中
原
松
太
郎 

 

大
原
森
太
郎 

 
 
 
 
 

五
月
建
築 

有
冨
円
次
郎 

 

古
川
末
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

波
多
江
宇
一 

 

大
町
松
次
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
松 

利
行 

 

吉
冨
千
太
郎 

 
 
 

世
話
人
年
長
順 

古
川
熊
次
郎 

 

大
塚 

重
松 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

波
多
江
豊
松 

 

古
川
秀
太
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

西 

元
太
郎 

 

無
津
呂
源
助 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
松 

伊
藏 

 

重
松 

繁
吉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

井
手
鶴
太
郎 

 

波
多
江
次
郎

 

 

記
念
碑
５
寄
進
者(

１１
頁) 

 

碑
正
面

 
 
 
 
 
 
 
 
 

出
征
軍
人 

 
 
 
 
 

凱 

日
露
之
役 

■
古
文
■ 

井
上
安
八
郎 

西 

治
郎
■ 

 
 
 
 
 

旋 

抱
野
行
向 

 
 

敵
兵 

無
津
呂
源
内 

有
冨 

 
 

 

 
 
 
 
 

紀 

海 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
園 

源
藏 

西 

武
三
郎 

 
 
 
 
 

念 

烈
風 

 
 

■
戰 

 
 

波
多
江
■
平 

重
松 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

大
勲
須
■ 

皇
■
威
霊 

池
園 

源
六 

波
多
江 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
■
茂
八
■
■ 

 

中
原
和
三
郎 

波
多
江 

 
 

 

 

碑
右
面

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

世
話
人
イ
ロ
ハ
順 

 
 
 
 
 

上
二
段
に 

 

明
治
三
十
九
年
十
一
月
■
■ 

 

井
手
初
太
郎 

 
 
 
 
 

六
名
づ
つ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

波
多
江
■
次 

 
 
 
 
 

計
十
二
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

波
多
江
冨
次
郎 

 
 
 
 
 

の
名
あ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

重
松
篇
太
郎 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

境
内
社
１

荒
神
社

由
緒
板(

１１
頁) 

 

荒
神
社 

荒
神
所
調 

三
宝
荒
神
に
し
て
神
仏
習 

 
 

合
時
代
に
仏
法
僧
の
三
宝
を
護
る
荒
神
な
り

荒 

 
 

神
は
不
浄
を
忌
む
が
故
に
民
家
に
て
最
も
浄
き
所 

 
 

即
ち
竃
を
棲
む
所
と
す
る

三
宝
つ
ま
り
三
面
あ 

 
 

り

何
時
の
頃
の
祭
祀
か
は
不
明
な
れ
共
明
治
の 

 
 

初
め
頃
飯
原
村
石
田
よ
り
当
社
境
内
に
移
し
奉
斎 

 
 

す
と
あ
り

仝
時
に
天
満
宮

菅
原
道
真
公

を
移
し
合
祀
す

波
多
江
伝 
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氏

福
岡
市
在
住

の
奉
賽
に
よ
り
荒
廃
せ
る
社
殿
を
新
築
せ
り

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

総
工
費
七
拾
万
円
也

 

寄
附
札 

一
金 

五
拾
万
円 

波
多
江 

伝 
 

 

境
内
社
２
寄
進
者(
１１
頁) 

末
社
建
築
奉
納
者 

 
 

氏
子
会
長

 
 
 
 
 
 

重
松 

偉
走 

 
 

総
代
代
表

 
 
 
 
 
 

波
多
江
正
人 

 
 

宮
方
代
表

 
 
 
 
 
 

無
津
呂
伸
也 

 
 

宮 
 
 

方 

青
柳 

正
幸 

 
 

宮 
 
 

方 

嘉
村 

正
人 

 
 

自
治
会
副
会
長 

波
多
江 

勝 

 
 

自
治
会
会
計 

西 
 

茂
治 

 
 

囃 
 
 

子 

西 
 

佳
明 

 
 

石 
 
 

工 

山
本 

芳
雄 

 
 

宮 
 
 

司 

武
内 

公
文 

 
 
 

平
成
十
九
年
七
月
吉
日 

 

 

藤
樹
の
由
来
説
明
版(

１２
頁) 

 

弟 

橘 

藤 
 
 

由 

来 

当
神
社
は
仲
哀
天
皇
の
父
君

日
本
武
命
を
祀
り

神
功
皇 

后
の
創
祀
と
伝
え
る

 

古
来
里
人
の
崇
敬
深
く
昭
和
天
皇
御
即
位
御
大
典
の
記
念
と 

し
て
藤
樹
を
植
え

身
を
挺
し
て
海
神
に
殉
じ
ら
れ
た
愛
妃 

弟
橘
姫
を
偲
び
花
藤
の
香
り
に
寄
せ
て

お
二
人
の
純
愛
を 

永
久
に
語
り
継
ご
う
と
里
人
無
津
呂
源
内

池
園
源
蔵

筒 

井
兵
作
の
三
人
は

八
方
手
を
盡
し
て
相
応
し
い
藤
樹
を
探 

す
事
三
年

や

と
樹
齢
百
年
に
近
い
大
樹
を
求
め
て
昭
和
四
年
奉
納

植
樹
し

弟

橘
の
藤

と
命
名
し
今
に
至
る

以
後

当
社
代
々
の
氏
子
会
三
役

氏
子
総
代

宮
方
の
計
十
名
は

七
月

九
月

二
月
に
手
入
れ
奉
仕
を
毎
年
欠
か
さ
ず
続
け

当
社
の
象
徴
と
し
て
愛
さ
れ
て
い
る

尚

当
神
社
は
火
傷

火
焼
の
神
で
あ
り
南

五
百
米
に

あ
せ
も
に
効
く

し

う
ず
の
湯

冷
泉
が
湧
き

そ
れ
よ
り
東
三
百

米
に

イ
ボ
取
り
地
蔵

が
あ
る

更
に
南
東

不
動
滝

の
落
下
す
る
水
中
の
岸

壁
に
彫
ら
れ
し
は

不
動
明
王
の
御
神
体
な
り
と
云
い

そ
の
上
の
史
跡

神
籠
石

の
水
門
の
守
神

金
刀
比
羅
神
社

筒
城
神
社

ま
た

七
郎
権
現
と
も
称
す

は

白
癬
の
神
で
あ
る

故
に
こ
の
地
一
帯
は

花
藤
の
匂
う
が
如
き
美
肌
を
願
う
人
々

が
訪
づ
れ
て
い
る

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
六
年
五
月
吉
日 

 
 

氏
子
会
長 

有
富 

亨 

 

顕
彰
碑

１２
頁

 

松
田
五
六
郎
翁

顕
彰
碑
裏
面
碑
文 

 

君
舊
福
岡
藩
士
通
稱
松
田
五
六
郎
諱
安
定
本 

 
 

姓
松
尾
氏
出
為
雉
琴
宮
継
嗣
稱
中
原
出
羽
守 

 
 

為
人
慷
慨
有
氣
■
夙
抱
勤
皇
之
志
矣
元
治
元 

 
 

年
三
月
与
吉
田
太
郎
相
謀
殺
落
老
臣
牧
市
内 

 
 

奔
長
州
入
竒
兵
隊
棐
■
未
臻
七
月
之
變
終
戰 

 
 

敗
歸
天
王
山
營
興
真
木
保
臣
等
屠
腹
而
死
時 

 
 

年
三
十
八
明
治
丗
五
年
十
一
月
以
特
旹
贈
従 

 
 

五
位
今
茲
日
新
會
發
起
欲
建
碑
以
傳
テ
不
朽 

 
 

予
賛
其
美
擧
廋
録
梗
概
焉 

 
 
 
 

大
正
十
年
九
月 

 

西
川
銕
五
郎
譔
書
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神
籠
石
説
明
板

１５
頁

 
国
指
定
史
跡 

雷
山
神
籠
石

ら
い
ざ
ん
こ
う
ご
い
し

 

 
 
 

昭
和
七
年
三
月
二
十
五
日
指
定

 

 
 
 
 

糸
島
市
雷
山
・
飯
原

い
い
ば
る

 

 

雷
山
神
籠
石
は
糸
島
市
雷
山
・
飯
原
間
の
山
中
に
築
か
れ
た

東

西
三
〇
〇
ｍ

南
北
七
〇
〇
ｍ
ほ
ど
の
城
域
を
も
つ
古
代
山
城

で

す

雷
山
神
籠
石
の
主
な
遺
構
と
し
て

谷
の
南
北
に
築
か
れ
た

水

門
と

そ
れ
か
ら
東
西
に
派
生
す
る
列
石
群
が
挙
げ
ら
れ
ま
す

他
地
域
の
神
籠
石

の
発
掘
調
査
か
ら

本
来
は
列
石
上
に
は
幾
層
も
つ
き
固
め
ら
れ
た
土
塁
が
存
在
し

た
と
推
定
さ
れ
ま
す
が

城
内
の
構
造
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
く

今
後
の
謎

解
き
に
期
待
が
か
か
り
ま
す

 

 

北
部
九
州
所
在
の
神
籠
石
は

他
に
お
つ
ぼ
山

武
雄
市

・
帯
隈
山

お
び
く
ま
や

ま 

佐
賀
市

・
高
良
山

こ
う
ら
さ
ん 

久
留
米
市

・
女
山

ぞ
や
ま 

み
や
ま
市

・

御
所

谷

ご
し

が
た
に 

行
橋
市
・
み
や
こ
町

・
杷
木

は
き 

朝
倉
市

・
鹿
毛

馬

か
げ
の
う
ま 

飯
塚
市

・
唐
原

と
う
ば
る 

上
毛
町

な
ど
が
有
り
ま
す

築
城

の
時
期
は
諸
説
が
あ
り
ま
す
が

対
朝
鮮
半
島
政
策
の
一
環
と
し
て

朝
倉
宮
も
し

く
は
大
宰
府
を
防
衛
す
る
目
的
で
七
世
紀
代
に
築
城
さ
れ
た
と
す
る
説
が
有
力
で

す

 

 

糸
島
地
方
を
代
表
す
る
貴
重
な
文
化
財
で
す

み
ん
な
で
大
切
に
保
存
し
ま
し

う

 

糸
島
市
教
育
委
員
会 

     

日
明
神
社
新
築
寄
附
者

１６
頁

 

日
明
様
新
築
落
成 

 
 
 

平
成
十
五
年
三
月
吉
日 

 
 

 

 
 

名
簿
割
愛

 

  
 

大
工 

山
下
工
務
店 

 
 
 

代
表 

山
下 

和
男 
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参考文献と石造物奉納の記録から見た雉琴神社の歴史（１） 

西 暦 和 暦 

奉 納 品 

出 来 事 

祭 神 等 

ベースは角川日本地名大辞典 

赤文字は石造物を挿入 

文献記録を挿入 

雷山北西麓に位置する。地内には飯原古墳、日明古墳などのほか、旗撮山城跡、製

陶所跡などがある。浄土真宗本願寺派金照寺は、文安 2（1445）年円信の開基とい

う（糸島郡誌）。 

〔近世〕飯原村 
江戸期～明治 22 年の村名。筑前国怡土郡のうち。 

はじめ豊臣氏蔵入地。 

1599 慶長 4 年 唐津藩領 

1616 元和 2 年 唐津領主寺沢広高が検地を実施 

1648 慶安元年 幕府領 

1649 慶安 2 年 再び唇津藩領 

1678 延宝 6 年 再び幕府領 

1681~ 

1690 

天和元年～ 

元禄 3 年 

幕府領時代の貢租は、平均取米 538 石余（10 か年撫免

3 ツ 4 分 3 厘）、ほかに鴨運上銀 36 匁、鳩運上鍛 2 匁

余、天米 23 石余などがあった（川上家文書）。 

1691 元禄 4 年 
家数 111（本百姓 81・水呑 30）、人数 574（男 317・女

257）、馬 18・牛 56（川上家文書）。 

1701 元禄 14 年 「元禄国絵図」の村高は 1,567 石余 

1705 宝永 2 年 
長野村庄﨑氏蔵「社帳」に「當社は仁徳天皇 10 年に鎭

座」とある。 

1717 享保 2 年 

中津藩領。中津藩領時代は神在組（安政 6【1859】年か

ら長野組）に属す。 

「郷村高帳」の村高は 1,567 石余 

1745 延享 2 年 
筒城権現神功皇后課法持聖賀令祈敵国降伏の地とある

（『怡土三個寺記録』） 

1753 宝暦 3 年 6 月 二の鳥居 飯原郷 波多江清兵衛種直 氏子中 

1818~ 

1830 
文政年間 燈 籠 ３  

1834 天保 5 年 「天保郷帳」の村高は 1,567 石余 

1840 天保 11 年 

2 町以上の農民は 6 人。 

松田と雉子琴の溜池築造を再度願い出て許可され、松

田に溜池が築造された（藤瀬家文書）。 

1841 天保 12 年 雉子琴に溜池が築造された（藤瀬家文書） 

1842 天保 13 年 村高のうち 30 石余の引高が認められる。 

1846 

1850 

弘化 3 年 

嘉永 3 年 
大洪水で田畑が冠水し、流された（藤瀬家文書）。 

1868 慶応 4 年 
貢租は 557 石余（うち夫米 23 石余）、真綿銀 30 匁余、

鴨運上銀 1 匁余（庄崎家文書）。 

 明治初期 

の戸数 119・人口 559（男 275・女 284）、牛 36・馬 18、

田 73 町余・畑 15 町余・山林 46 町余、正税は米 521

石余、雑税は米 15 石余と金 68 銭余（地理全誌）。 

浄土真宗西本騎寺派金照寺や雉琴神社・天降神社など 
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参考文献と石造物奉納の記録から見た雉琴神社の歴史（２） 

西 暦 和 暦 

奉 納 品 

出 来 事 

祭 神 等 

ベースは角川日本地名大辞典 

赤文字は石造物を挿入 

文献記録を挿入 

  がある（地理全誌）。 

1875 明治 8 年 小学校を設立。 

1877 明治 10 年 「旧高旧領」の村高は 1,567 石余 

1881 明治 14 年 飯原村氏神とする 

1882 明治 15 年 8 月 幟立て２  

1886 明治 19 年 3 月 幟 立 て 日明神社 

〔近代〕飯原 明治 22 年～現在の大字名。 

1889 明治 22 年 

長飯本村の大字となる。 

戸数 114・人口 578，地積は田 102 町・畑 22 町・山林

101 町など計 338 町。 

1890 明治 23 年 長糸村の大字 

1894 明治 27 年 3 月 幟立て４ 石田組産子 

1896 明治 26 年 12 月 狛  犬  

1900 明治 33 年 6 月 村社に昇格許可 

1900 明治 33 年 10 月 
記念碑４ 

寄進石１ 

村社昇格記念 

昇格碑寄附 

1906 明治 39 年 幣帛料供進社に指定せれる 

1906 明治 39 年 12 月 記念碑５ 凱旋紀念 

1910 明治 43 年 9 月 幟立て１ 日新會員中 

1911 明治 44 年 12 月 一の鳥居 飯原區渡米有志者建之 

1914 大正 3 年 4 月 幟立て１ 御旅所 

1914 大正 3 年晩秋 標  柱  

1915 大正 4 年 11 月 行  宮 御旅所 御即位記念 日明産子中 

1917 大正 6 年 5 月 寄進石２ 籠所寄附 

1919 大正 8 年 9 月 標  柱 御旅所 

1920 大正 9 年 8 月 鳥  居 御旅所 

1921 大正 10 年 9 月 顕 彰 碑 「松田五六郎翁」 

1930 昭和 5 年 2 月 標  柱  

1930 昭和 5 年 5 月 常 夜 燈  

1933 昭和 8 年 鳥  居 筒城神社址 

1933 昭和 8 年 5 月 
史 跡 碑 

説 明 板 
筒城神社址 神籠石 

1933 昭和 8 年 6 月 記 念 碑 筒城神社址 神籠石 長糸村史跡保存會 

1955 昭和 30 年 前原町の大字 

1982 昭和 57 年 世帯数 94・人口 456 

1983 昭和 58 年 
県営長野川地区園場整備事業の対象地区となってい

る。 

1986 昭和 61 年 3 月 神  橋 御旅所 

1988 昭和 63 年 10 月 社 號 碑  

1990 平成 2 年 11 月 由 緒 盤  
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参考文献と石造物奉納の記録から見た雉琴神社の歴史（３） 

西 暦 和 暦 

奉 納 品 

出 来 事 

祭 神 等 

ベースは角川日本地名大辞典 

赤文字は石造物を挿入 

文献記録を挿入 

1994 平成 6 年 5 月 説 明 板 藤樹の由来説明 

1995 平成 7 年 5 月 
記念碑２ 

記念碑３ 
 

2000 平成 12 年 9 月 筒城神社が台風により倒壊し、雉琴神社に合祀する。 

2000 平成 12 年 9 月 記念碑１ 筒城神社址 

2004 平成 16 年 賽 銭 箱  

2007 平成 19 年 7 月 境内社２  

2008 平成 20 年 12 月 神 牛 像  

    

参考文献と石造物奉納の記録から見た雉琴神社の歴史（４） 

西 暦 和 暦 

奉 納 品 

出 来 事 

祭 神 等 

ベースは角川日本地名大辞典 

赤文字は石造物を挿入 

文献記録を挿入 

  石 段 １  

  記念碑１ 砲弾型石塔 

  幟立て３ 嵯蛾里氏子中 

  石 段 ２  

  燈 籠 １ 自然石製 

  汐 井 石  

  手 水 鉢  

  手 拭 掛  

  燈 籠 ２  

  石 段 ３  

  石 段 ４  

  石 段 ５  

  石 段 ６  

  瑞  垣  

  境内社１ 荒神社 

    

  幟立て２ 御旅所 

  石 段 １ 御旅所 

  石 段 ２ 御旅所 

  玉  垣 御旅所 

    

  木 鳥 居 日明神社 
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『 飯 原 ・ 雉 琴 神 社 』 

――前原市の神社―― 

平成２５年５月３０日 

前原市 

又木 秀實 




